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新藤さん６度目の当選・奥田さん大健闘！

平岡さん旭日雙光章
きょくじつそうこうしょう

受章の祝賀会が盛大に開催
11
月
24
日
、
平
岡
一
郎
さ
ん

（

78）

の
、
旭
日
雙
光
章
受
章

記
念
祝
賀
会
が
フ
レ
ン
デ
ィ

ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
の
平
林
昇
さ
ん
は
じ

上
興
信
元
教
育
長
、
新
郷
地

区
10
町
会
長
等
200
人
余
り
が
列

席
し
慶
祝
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
54
年
市
議
会
に
参
画

さ
れ
、
５
期
20
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
と
地
域
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
60
周
年
に
第
50
代
議

長
を
務
め
ら
れ
、
新
郷
地
区

内
で
は
、
川
口
駅
～
赤
井
折

り
返
し
場
バ
ス
開
通
、
新
郷

公
民
館
改
築
、
支
所
の
移
転

建
設
、
東
部
特
定
区
画
整
理

事
業
等
、
ま
た
市
内
全
域
に

わ
た
る
幾
多
の
施
策
と
取
り

組
ま
れ
た
功
績
に
よ
り
、
今

年
春
の
叙
勲
で
受
章
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

平
岡
家
で
は
、
親
子
２
代

に
わ
た
る
受
章
で
す
。

平
岡
さ
ん
は「

今
後
も
生

め
９
名
の
発
起
人
、
奥
ノ
木

信
夫
川
口
市
長
、
新
藤
義
孝

前
総
務
大
臣
、
大
野
元
裕
参

議
院
議
員
、
名
倉
隆
元
鳩
ケ

谷
市
長
、
県
議
・
市
議
、
相

11
月
30
日
、
武
南
警
察
署

（

署
長＝

田
中
正
男
さ
ん）

は
、

「

平
成
26
年
武
南
警
察
署
地
域

写真左から新藤義孝衆議院議員、平岡夫妻、奥ノ木信夫市長、
大野元裕参議院議員。

安
全
特
別
警
戒
・
冬
の
交
通

事
故
防
止
運
動
出
発
式」

を

鳩
ケ
谷
小
学
校
校
庭
で
開
催

し
た
。

年
末
年
始
特
別
警
戒
に
伴

う
出
発
式
に
は
、
交
通
安
全

協
会
、
安
全
管
理
者
協
会
、

交
番
連
絡
協
議
会
、
武
南
警

察
署
員
な
ど
２
０
０
名
が
参

加
し
た
。

式
典
後
、
警
察
犬
に
よ
り

模
擬
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

同
会
場
か
ら
Ｓ
Ｒ
鳩
ヶ

谷

駅
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
は
、
参

加
者
全
員
と
、
１
日
署
長
と

し
て
、
野
球
選
手
の
、
埼
玉

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
所
属
す

る
、
斉
藤
彰
吾
選
手
も
街
頭

活
動
を
行
い
、
年
末
年
始
の

交
通
事
故
や
、
犯
罪
の
撲
滅

に
向
け
て
気
運
を
高
め
た
。

右
写
真
は
、
田
中
署
長

（

右）

と
斉
藤
選
手
。

左から武井祥志生活安全課長、斉藤選手、田中署長、原島潔安管会長、

喜びの平岡夫妻と新藤義孝衆議院議員。

任
期
を
あ
と
２
年
残
し
、
11

月
21
日
、
衆
議
院
が
解
散
し

た
。

「

な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
解

散
総
選
挙
を
し
な
け
れ
ば
な

あ
る
限
り
、
力
の
限
り
地
域

の
た
め
に
、
川
口
発
展
の
た

め
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
。

乾
杯
は
渡
辺
秀
夫
連
合
町

会
長
、
三
味
線
の「

秀
登
喜

会」

20
名
程
が
祝
い
唄
等
演

奏
し
華
を
添
え
ま
し
た
。

総
務
大
臣
の
新
藤
義
孝
さ
ん

（

56）

、
共
産
党
か
ら
、
奥
田
智

子
さ
ん（

46）

が
出
馬
、
正
に

自
共
対
決
。

新
藤
さ
ん
は
、
前
回
ま
で

は
民
主
党
の
石
田
勝
之
さ
ん

と
の
激
戦
を
繰
り
返
し
て
き

た
が
、
今
回
は
、
元
総
務
大

臣
と
し
て
自
民
候
補
の
他
府

県
や
県
内
の
応
援
に
走
り
回

り
地
元
で
の
訴
え
は
わ
ず
か

２
日
。「

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
地

方
創
生
の
勢
い
を
更
に
強
固

に
す
る
た
め
に」

と
訴
え
た
。

奥
田
さ
ん
は
、
消
費
税
中

止
・
原
発
ゼ
ロ
等
を
訴
え
、
こ

ま
め
に
全
地
区
を
回
り
、
支

持
層
を
広
げ
共
産
党
の
基
礎

票
の
３
倍
以
上
を
取
り
込
ん

だ
。

新郷地区の町会長全員も平岡さんの受賞を祝った。

武
南
警
察
署

１
日
署
長
に

斉
藤
選
手
を

迎
え
出
発
式

ら
な
い
の
か」

と
疑
問
を
抱

く
中
、
第
47
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
が
、
12
月
２
日
公
示
、
14

日
投
開
票
さ
れ
た
。

埼
玉
２
区
は
、
自
民
党
前

投
票
率
は
全
国
的
に
は
戦

後
最
低
と
報
道
。

埼
玉
２
区
も
前
回
54
・
70
％

を
更
に
下
回
り
45
・
66
％
と
記

録
的
に
低
か
っ
た
。
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
26
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

11
月
30
日
、
新
郷
南
公
民
館
研
修
室
で
、
新
郷
地
区
青
少
年

育
成
協
議
会
主
催
に
よ
る
、「

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会」

が
開

催
さ
れ
た
。
講
師
は
、
武
南
警
察
署
生
活
安
全
課
の
中
里
香
緖

里
係
長
、「

少
年
非
行
の
現
状
及
び
青
少
年
対
策
の
施
策
に
つ
い

て」

と
題
し
て
熱
く
語
ら
れ
た
。

今
月
の
新
郷
句
楽
部

日
短
と
挨
拶
を
し
て
農
婦
行
く
　
　
　
峯
　
　
　
　
山
田
案
山
子

星
月
夜
一
人
暮
し
の
窓
ひ
ら
く
　
　
　
東
本
郷
　
　
豊
後
照
子

老
い
て
尚
心
動
か
す
冬
桜
　
　
　
　
　
峯
　
　
　
　
大
島
久
子
　
　

谷
も
み
じ
雨
に
煙
り
て
濃
く
淡
し
　
　
東
本
郷
　
　
高
垣
ゆ
た
か

手
を
貸
し
て
く
れ
る
者
あ
り
秋
深
し
　
本
蓮
　
　
太
田
垣
登
志
乃

秋
深
し
平
家
の
里
や
砦
門
　
　
　
　
　
安
行
吉
岡
　
若
狭
や
よ
ひ
　
　
　

夫
と
二
人
歩
く
山
路
の
秋
深
し
　
　
　
蓮
沼
　
　
　
若
木
豊
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
深
し
隣
の
声
も
遠
く
な
り
　
　
　
　
大
竹
　
　
　
井
上
靖
子

11月 29 日、新郷東小学校（校長＝小沼和美さん）は、ＰＴＡ（会長＝石井君忠さん）主催による
「東っ子祭り」を開催した。
メインステージの体育館で、開会式、オープニングセレモニーで、榛松中学校吹奏楽部、お囃子が

華を添えた。図工室や理科室、体育館や昇降口等での模擬店もオープン。みんなの出番・クラブ発表
と続き、お楽しみ抽選会、クリーン作戦で終了した。 写真左から平松勇樹さん、小沼校長、上野栄
一さん、石井会長、光田直之市議、鈴木栄治さん、新井孝史さん、伊藤雄一さん。

東
っ
子
祭
り

地域の親睦団体「１番いい会」（顧問＝山崎基宏さん）は２年前に
解散したが、「たまには皆さんで集まり交流を計ろう」と市内の料理
屋で懇親会を行った。
写真左手前、新藤義孝衆議院議員 菊地秘書、隣りは板橋智之市議。

11
月
28
日
、
東
中
学
校（
校
長＝

中
山
明
広
さ

ん）

は
Ｐ
Ｔ
Ａ（

会
長＝

小
野
寺
勉
さ
ん）

主
催

に
よ
る
、
地
域
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
、
赤
井
・
本
蓮
・
峯
・
大
東
・
東
本

郷
台
・
東
本
郷
南
の
各
町
会
長
、
学
校
評
議
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
な
ど
学
校
関
係
者
評
価
委

員
、
学
校
代
表
職
員
、
生
徒
会
本
部
役
員
。

今
年
度
の
学
校
の
取
り
組
み
や
、
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
の
報
告
。
地
域
か
ら
学
校
へ
、
学
校
か

ら
地
域
へ
の
要
望
な
ど
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た
。
　

「

安
心
・
安
全
な
学
校
を
生
徒
会
、
学
校
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う」

と
。

11
月
27
日
開
催
さ
れ
た「

ふ
れ
あ
い
講
演
会」

は
次
号
で
掲
載
し
ま
す
。

東
中
学
校
で

地
域
連
絡
協
議
会

地域の歴史探訪と親睦を図って発足した、ふれあい歩けの会
（会長＝市川璋良さん・顧問＝山﨑基弘さん）の第1回歩け会が、
11月22日開催された。小春日和の中、安行のお灸で有名な金剛
寺までの約3キロを往復した。山喜光明住職より境内の説明を受
け歴史の重みをかみしめた。

写真前列右から2番目市川会長、その後は新藤義孝衆議院議
員 菊地博秘書と参加者の皆さん。

旧１番いい会同窓会

武
南
署
の
中
里
署
員
が
講
演

歩けの会　紅葉の街道を歩く 12
月
７
・
８
日
の
２
日
間
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
は
と
が
や
で
会
員
様
限
定

個
別
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
税
理
士
や
、
各
専
門
を
招
き
、
不

動
産
名
義
変
更
、
相
続
税
の
申
告
、
遺
言
書
等
の
相
談
会
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

会
員
様
か
ら「

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
、
助

か
り
ま
し
た」

と
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
お
過
ご
し
頂
け
る
、
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
写
真

㈱
グ
リ
ー
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
提
供
。

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
相
談
会



武
南
警
察
署
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に
っ
ぽ
ん
を
　
じ
ま
ん
し
よ
う
よ

事
故
ゼ
ロ
で

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

ま
だ
何
本
か
、
自
分
の
歯

が
残
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
で
、

入
れ
歯
を
作
っ

て
も
使
わ
な

い
方
が
い
ま
す
。
入
れ
て
も

よ
く
噛
め
な
い
と
か
、
痛
く

て
入
れ
て
い
ら
れ
な
い
と
い

う
場
合
は
、
数
回
の
調
整
で

な
ん
と
か
な
り
ま
す
が
、
口

の
中
が
か
さ
ば
る
、
発
音
が

う
ま
く
で
き
な
い
と
い
う
不

便
さ
に
は
、
そ
れ
ら
を
な
く

す
為
に
、
金
属
床
と
言
っ
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
部
分
を
金

属
に
変
え
て
、
で
き
る
だ
け

薄
く
小
さ
く
す
る
工
夫
も
あ

り
ま
す
が
、
入
れ
歯
が
あ
る

限
り
、
こ
れ
は
防
げ
な
い
こ

と
な
の
で
、
受
け
入
れ
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
今
の
時
代
は
入
れ

歯
を
入
れ
な
い
で
、
残
り
の

歯
だ
け
で
も
食
べ
ら
れ
る
食

品
が
増
え
て
、
充
分
噛
ま
な

く
て
も
、
栄
養
と
食
欲
は
満

た
せ
る
の
で
、
な
く
て
も
済

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
結
果
、
し
ば

ら
く
は
何
と
か
な
っ

て
い
ま

す
が
、
や
が
て
残
り
の
歯
が

抜
け
落
ち
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
残
っ

て
い
る
歯

は
今
ま
で
あ
っ

た
歯
の
分
ま

で
働
か
さ
れ
て
い
る
の
で
、

力
が
加
わ
り
す
ぎ
、
フ
ラ
フ

ラ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
歯
の
隣
や
、
向
か
い
で
支

え
て
い
て
く
れ
た
歯
が
な
く

な
る
の
で
、
傾
い
た
り
、
伸

び
出
し
た
り
し
て
、
歯
並
び

が
狂
っ

て
き
ま
す
。
や
が
て

１
本
、
ま
た
１
本
と
歯
が
な

く
な
り
、
噛
む
力
が
衰
え
て

い
き
ま
す
。

健
康
と
は
物
を
良
く
噛
ん

で
消
化
し
、
栄
養
を
取
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
人
の
歯
は

上
下
で
28
本
そ
ろ
っ
て
い
て
、

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
食
物
を

噛
み
砕
く
だ
け
で
な
く
、
他

に
も
重
大
な
役
目
を
し
て
い

ま
す
。
あ
ご
を
動
か
す
事
で
、

唾
液
の
分
泌
を
促
し
消
化
を

助
け
、
免
疫
力
を
上
げ
ま
す
。
　

ま
た
、
体
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ

て
、
筋
肉
の
衰
え

を
防
ぐ
働
き
を
し
、
さ
ら
に

あ
ご
の
上
下
運
動
は
、
脳
神

経
の
刺
激
を
通
し
て
、
脳
を

活
性
化
し
、
認
知
症
予
防
に

な
り
ま
す
。

や
む
な
く
歯
を
失
っ

た
場

合
は
、
そ
れ
を
補
う
手
段
と

し
て
、
入
れ
歯
を
入
れ
る
、

さ
ら
に
は
最
新
技
術
を
使
っ

て
、
金
属
床
や
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
治
療
を
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
噛
む
機
能
を
復
活
さ

せ
て
、
健
康
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
と
一

緒
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

我
が
家
の
２
階
か
ら
美
し

い
富
士
山
が
見
え
る
と
き
が

時
々
あ
り
ま
す
。

富
士
山
は
好
き
な
山
の
１

つ
で
、
何
と
な
く
落
ち
着
く

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

も
し
か
し
た
ら
、
今
は
亡

き
母
が
静
岡
県
富
士
市
の
生

ま
れ
で
、
私
も

小
学
生
時
分
は

母
の
実
家
に
連

れ
て
行
っ

て
も

ら
っ

た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
富
士
山

に
は
多
少
縁
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
か
。

静
岡
県
と
言
え
ば
、
お
茶

の
産
地
で
有
名
。
好
き
な
飲

み
物
は
と
聞
か
れ
れ
ば
、
日

本
茶
と
答
え
る
ほ
ど
私
は
お

茶
が
好
き
で
す
。

お
茶
は
、
淹
れ
方
し
だ
い

で
実
に
美
味
し
い
飲
み
物
だ

な
あ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

自
宅
で
お
茶
を
淹
れ
る
時

に
は
湯
冷
ま
し
を
使
用
し
て

お
り
、
こ
れ
が
美
味
し
く
飲

む
た
め
の
必
需
品
な
の
で
す
。

煎
茶
の
作
法
は
、
普
通
は

三
煎
し
て
飲
み
味
わ
う
も
の

で
す
。
一
煎
で
は
、
お
茶
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
糖
分
、
お

茶
の
甘
み
を
味
わ
う
、
二
煎

で
渋
み
を
味
わ
う
、
こ
の
渋

み
が
何
と
も
言
え
な
い
高
級

味
覚
で
す
。
そ
し
て
最
後
の

三
煎
で
は
カ
フ
ェ

イ
ン
の
苦

味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

か
が
お
茶
で
す
が
三
種

類
の
味
が
楽
し
め
る
お
茶
は

不
思
議
な
飲
み
物
。

し
か
し
、
注
意
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
が
、
む
や
み

に
沸
騰
さ
せ
た
お
湯
を
直
接

通
し
ま
す
と
、
い
っ

ぺ
ん
に

段
階（

３
段

階）

を
無
視

し
た
苦
い
お

茶
に
な
っ

て

し
ま
い
、
せ

っ

か
く
の
味
わ
い
が
台
無
し

に
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
！

そ
ん
な
訳
で
私
は
数
年
前

に
市
内
商
店
街
で
購
入
し
た

湯
冷
ま
し
を
今
で
も
使
用
し

美
味
し
く
お
茶
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
冬
は「

み
か
ん」

と

「

こ
た
つ」

そ
し
て「

富
士
山」

と「

お
茶」

が
よ
く
似
合
い

ま
す
。

「
富
士
山
」
と
「
お
茶
」

川
口
市
議
会
議
員
　
幡
野
　
茂

東
本
郷
南
町
会（

町
会
長＝

渡
辺

秀
夫
さ
ん）

は
、
新
郷
地
区
社
会
福

祉
協
議
会（

会
長＝

金
子
光
司
さ
ん）

と「

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン」

を
新
郷
南

幼
稚
園（

園
長＝

平
林
仁
さ
ん）

で

開
催
し
た
。

参
加
者
は
、
年
長
組
の「

も
も
た

ろ
う」

等
の
遊
戯
を
観
た
り
、
手
づ

く
り
カ
レ
ー
や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
、
園

児
と
一
緒
に
食
べ
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。

東
本
郷
小
児
童

堂
々
の
発
表

写
真
ク
ラ
ブ
撮
影
旅
行

東
本
郷
の
山
﨑
基
弘
さ
ん（
84）
は
、「

高
齢

の
た
め
事
故
を
起
こ
し
て
は
大
変
な
の
で
、
運

転
免
許
証
を
返
し
ま
す」

と
、
武
南
警
察
署
に

赴
き
返
納
さ
れ
た
。

昭
和
24
年
、
新
郷
で
３
番
目
に
免
許
を
取
得

し
、
65
年
間
無
事
故
で
終
え
た
。

「

ち
ょ
っ
と
不
便
を
感
じ
る
時
も
あ
る
が
、

ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
よ」

と
。

写
真
は
田
中
正
男
武
南
警
察
署
長（

右）

と

山
崎
さ
ん
。

東
本
郷
南
町
会
講
習
会

東
本
郷
南
町
会（

町
会
長＝

渡
辺

秀
夫
さ
ん）

は
、
同
町
会
会
館
で
、

衛
生
部（

部
長＝

阿
部
和
夫
さ
ん）

主
催
に
よ
る「

ゴ
ミ
ゼ
ロ
講
習
会」

を
開
催
し
た
。

朝
日
環
境
セ
ン
タ
ー
内
の
環
境
部

廃
棄
物
対
策
課
よ
り
３
名
が
出
張

し
、
町
会
で
の
ゴ
ミ
の
対
応
方
法

や
、
こ
れ
か
ら
の
町
会
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
っ
た
。

文
・
写
真
同
町
会
提
供
。

「

小
さ
な
親
切」

運
動
埼
玉
の
集
い
が
、

さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た
。

新
郷
地
区
の
感
謝
状
受
賞
者
は
、
武
南

警
察
署（

署
長＝

田
中
正
男
さ
ん）

と
瀧

野
川
信
用
金
庫
新
郷
支
店
。

ま
た
、
実
践
校
活
動
報
告
を
東
本
郷
小

学
校
が
発
表
し
た（

写
真）

。
来
年
度
指
定

書
交
付
を
新
郷
小
学
校
が
受
け
た
。

写
真
後
列
左
は
原
島
潔
川
口
支
部
代
表
、

隣
は
川
口
市
環
境
部
高
橋
幸
司
部
長
、
前

列
中
央
は
、
東
本
郷
小
高
橋
光
代
校
長
と

発
表
し
た
児
童
と
引
率
の
先
生
方
。

新
郷
ピ
ン
ト
写
真
ク
ラ
ブ（

会
長＝

斉
藤
文
男
さ
ん）

は
、
11
月
５
日
・
６

日
撮
影
、
親
睦
旅
行
を
行
っ
た
。

初
日
は
長
野
県
の
上
高
地
、
河
童

橋
な
ど
で
撮
影
。

次
の
日
は
安
曇
野
ワ
イ
ナ
リ
ー
見

学
や
試
飲
、
湧
水
涌
く
、
大
王
わ
さ
び

農
園
で
撮
影
、
昼
食
や
買
い
物
と
、
秋

の
上
高
地
、
安
曇
野
を
堪
能
し
た
。

写
真
は
大
王
わ
さ
び
畑
、
３
連
の

水
車
小
屋
前
で
。

平
成
26
年
度
新
郷
地
区
、
マ
マ

さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
の
リ

ー
グ
戦
で
、
江
戸
袋
フ
ェ
ア
リ
ー

ズ（

監
督＝

保
坂
光
男
さ
ん）

が
、
３
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し

た
。

写
真
同
会
提
供
。

３
年
連
続
優
勝

高
齢
者
の
事
故
を
防
ぐ
に
は

運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
勧
め

幼
稚
園
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
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免
疫
力
ア
ッ
プ
で
病
気
・
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
が
上
が
り

ま
す
。」

と
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
含
ま

れ
る
乳
酸
菌
が
、
ブ
ー
ム
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
免
疫
力
・
自

然
治
癒
力
を
高
め
る
お
薬
が

あ
り
ま
す
。

戦
後
、
米
国
国
務
省
が
日

本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
資
料
を

基
に
発
表
し
た「

虹
波」

に
関
す

る
治
療
効
果
を
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
放
送
が

「

ペ
ニ
シ
リ
ン
に
ま
さ
る
日
本
軍
の

機
密
薬」

と
し
て
30
分
の
特
集
番

組
で
放
送
し
、
一
時
話
題
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「

虹
波」

は
今「

ル
ミ
ン」

と

い
う
商
品
名
で
予
防
医
学
や
自
然

治
癒
力
が
見
直
さ
れ
る
時
代
に
な

っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「

ル
ミ
ン」

は
、
効
能
・
効
果

と
し
て
急
性
化
膿
性
疾
患
、
末
梢

神
経
性
疾
患
、
急
性
・
慢
性
湿
疹
、

一
般
創
傷
、
熱
傷
、
凍
傷
、
汗
疱

性
白
癬
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

ル
ミ
ン」

は
、
細
胞
賦
活
用
薬
と

し
て
体
内
の
免
疫
機
能
を
正
常
に

機
能
さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

人
間
に
は
体
内
に
異
物
や
異
変

が
あ
っ
た
場
合
、
自
然
治
癒
力
が

働
い
て
異
物
と
戦
い
・
排
除
し
て

も
と
の
正
常
な
か
た
ち
や
働
き
を

保
と
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
が
生
体

防
御
反
応
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
生
体
防
御
反
応
を
担
っ
て

い
る
細
胞
が
血
液
の
中
の
リ
ン
パ

球
と
異
物
を
食
べ
る
大
食
細
胞
と

呼
ば
れ
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
で
す
。

体
内
の
異
物
を
処
理
す
る
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
の
働
き
が
、「

ル
ミ
ン」

に
よ
っ
て
著
し
く
活
発
に
な
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「

ル
ミ
ン」

の
働
き
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
、
１
９

８
９
年
、
ハ
ー
ネ
マ
ン
大
学

医
学
部
教
授
山
本
信
人
氏
、
同
大

学
微
生
物
・
免
疫
学
教
室
に
留
学

し
て
い
た
本
間
定
医
博
、
日
本
感

光
色
素
研
究
所
の
中
川
美
典
工
場

長（

薬
博）

ら
の
共
同
研
究
で
し

た
。

保
健
薬
剤
師

中
山
　
久
仁
夫

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
208
）

関谷透監修

新　 郷　 新　 聞

平成 26 年 １１月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 　 　 武南警察署管内
人身事故 27,526 件（-2,304）  　  ８１８件（-５９）

死者数     151 名（-17）         　 　    ８名（+１）

負傷者    33,720 名（-3,031）  ９５７名（-９８）

物損事故 122,662 件（-122）　        ３,７１５件（+１０５）

平成26年　 11月 30 日交通事故日報（カッコは前年対比）

遮
熱
塗
装
の
失
敗
！
下

ん
、
板
橋
智
之
市
議
、
幡
野

茂
市
議
、
光
田
直
之
市
議
。

私
は
途
方
に
く
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
遮
熱
塗
装
工
事
の
温
度
測

定
の
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー
を
考

え
て
い
な
か
っ
た
私
は
こ
こ
で
大

き
な
失
敗
を
お
か
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。

一
般
的
に
は
そ
の
効
果
を
測
定

す
る
に
は
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
が
使
用

さ
れ
ま
す
。
そ
の
カ
メ
ラ
は
60
万

以
上
す
る
高
額
な
も
の
で
し
た
。

当
時
は
大
企
業
で
あ
る
塗
料
メ
ー

カ
ー
が
保
有
し
て
い
る
程
度
で
し

た
。結

局
は
説
明
が
で
き
な
い
と
お

詫
び
し
て
社
内
的
に
は
な
ん
と
か

し
て
頂
い
た
恥
ず
か
し
い
事
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
て

サ
ー
モ
カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま
し

た
。そ

の
教
訓
か
ら
お
客
様
が
上
司

に
説
明
し
や
す
い
よ
う
に
、
施
工

前
と
施
工
後
の
温
度
の
違
い
の
デ

ー
タ
ー
を
添
付
し
て
だ
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

１
番
最
初
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
、
工
場
長
さ
ん
に
は
３
ヶ
月

後
に
購
入
し
た
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
で

効
果
を
測
定
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。そ

れ
を
機
会
に
お
客
様
に
わ
か

り
や
す
く
親
切
丁
寧
な
説
明
を
心

が
け
る
よ
う
、
社
内
体
制
を
改
善

に
改
善
を
重
ね
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
３
本
の
矢
を
ま
ね
て
、
セ
ラ

フ
榎
本
の
３
本
の
矢
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

１
本
目
の
矢
は
工
事
を
漫
画
で

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
２
本
目

の
矢
は
工
事
を
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
詳
細
に
撮
影
し
た
動
画
で
説
明

し
て
い
ま
す
。

３
本
目
の
矢
は
会
社
の
考
え
方

を
私
が
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

映
像
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
納
め
て
い

ま
す建

設
業
は
一
般
的
に
数
百
万
の

お
金
が
、
パ
ン
フ
１
枚
と
見
積
書

で
動
き
ま
す
。
そ
れ
が
普
通
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
お
客
様
に
対

し
て
、
新
車
の
素
晴
ら
し
い
パ
ン

フ
を
提
供
し
、
新
車
の
躍
動
す
る

動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
セ
ラ

フ
榎
本
も
そ
う
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
企
業
は
自
分
の
利
益
ば
か

り
追
求
せ
ず
に
地
域
貢
献
を
率
先

し
て
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

弊
社
は
お
陰
様
で
平
成
26
年
度

の
川
口
市
地
域
貢
献
事
業
者
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

川
口
市
内
本
社
で
建
設
業
と
し

て
は
３
社
で
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
専
業
会
社
と
し
て
は
業
界
初
と

な
り
ま
し
た
。
川
口
市
は
地
域
社

会
へ
の
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取

組
む
事
業
者
を
応
援
し
ま
す
と
。
　
　

㈱
セ
ラ
フ
榎
本社

長
　
榎
本
　
修

川
口
市
美
術
展
が
リ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
。
新
郷
地
区

の
３
市
議
も
鑑
賞
さ
れ
た
。

新
郷
地
区
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

◆
日
本
画
▽
教
育
長
賞＝

平

出
み
ず
ほ（

峯）

▽
吉
澤
道

川
口
市

美
術
展

交
流
会

ピ
エ
ー
ル
ピ
コ
で
　
　

懇
親
会

免
疫
力
を
上
げ
る
「ル
ミ
ン
」

子（

東
本
郷）

▽
吉
田
喜
代

美（

江
戸
袋）

。

◆
洋
画
▽
伊
原
新
一
郎
・
末

吉
美
恵
子（

赤
井）

▽
日
刊

工
業
新
聞
社
賞＝

大
沢
眞

康
・
工
藤
信
芳
・
関
口
信

子
・
野
口
奈
穂
子（

峯）

▽

末
崎
次
男
・
土
屋
賢
治（

本

蓮）
▽
富
岡
健
治
・
濱
美
知

子（
東
本
郷）

▽
吉
田
義
弘

（

東
貝
塚）
。
◆
彫
刻
▽
杉
田
龍

（

前
野
宿）

。
◆
工
芸
▽
白
鳥
雅

也（

江
戸）

。
◆
書
▽
川
口
市

美
術
家
協
会
賞＝
桑
原

美
菁（

東
本
郷）
▽
下

形
幸
恵（

江
戸
袋）
▽

中
村
秀
城（

赤
井）

▽

吉
安
玲
華（

江
戸）

。

◆
写
真
▽
磯
野
則
行
・

市
川
ユ
リ
子
・
佐
々
木

量
・
野
田
光
子
・
野
田

康
世（

東
本
郷）

▽
伊

東
光
男
・
海
老
原
光

子
・
粂
原
一
夫（

榛

松）

▽
越
田
典
子
・
進

藤
恵
美
子（

江
戸
袋）

▽
齋
藤
文
男
・
リ
リ
ア

賞＝

山
田
文
雄
・
長
谷

美
代
子（

赤
井）

▽
辻

家
恵
美
子（

大
竹）

▽

平
賀
博
光（

新
堀）

。

（

敬
称
略）

写
真
左
か
ら
、
パ
ピ

ヨ
ン
の
七
瀬
怜
子
さ

第42回

「

今
日
の
一
時
の
出
会
い

が
・
実
は
人
生
を
変
え
ち
ゃ

う
か
も
！」「

仲
間
だ
け
の
繋

が
り
は
人
脈
と
は
い
わ
な
い」

を
テ
ー
マ
に
異
文
化
人
・
異

職
業
人
が
集
う
交
流
会
。

第
４
回
が
、
お
し
ゃ

れ
な

フ
ラ
ン
ス
風
地
方
料
理「

ピ

エ
ー
ル
ピ
コ
川
口」（

オ
ー
ナ

ー
シ
ェ
フ＝

山
田
充
之
さ
ん）

で
開
催
さ
れ
た
。

新
郷
地
区
や
近
辺
で
、
独

自
の
活
動
を
し
て
い
る
音
楽

家
・
画
家
・
書
家
、
色
々
な

職
業
の
経
営
者
等
が
気
楽
に

交
流
し
、
刺
激
し
合
い
、
お

互
い
の
知
識
や
能
力
の
向
上

と
、
親
睦
と
交
流
を
図
り
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
出
来

る
こ
と
を
願
い
と
す
る
会（

会

長＝

千
葉
正
吾
さ
ん
・
顧

問＝

金
子
昌
夫
さ
ん
・
事
務

局＝

新
郷
新
聞
社）

。

ワ
イ
ン
を
嗜
な
が
ら
特
選

牛
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
に
舌
鼓
を

打
っ
た
。

楽
し
い
会
話
と
美
味
し
い

料
理
で
有
意
義
な
ひ
と
時
を

送
っ
た
。

今
回
の
参
加
者
は
金
子
昌

夫
社
長
・
千
葉
正
吾
社
長
、
板

橋
智
之
市
議
・
幡
野
茂
市

議
・
光
田
直
之
市
議
・
宮
本

洋
平
神
職
・
山
崎
英
介
画

家
・
山
元
香
奈
子
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
濱
美
知
子
太
極
拳
講

師
・
清
水
力
雄
社
長
・
榎
本

修
社
長
・
小
野
寺
勉
宝
亀
園

専
務
・
東
強
画
家
・
七
瀬
怜

子
パ
ピ
ヨ
ン
代
表
・
平
野
正

子
記
者
・
小
堀
鶴
男
編
集
長
。

長
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ

柳
沢
さ
ん
表
彰

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
が

11
月
21
日
、
埼
玉
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
会

長
表
彰
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

で
長
年
に
わ
た
り
、
率
先
し

て
活
動
を
行
い
、
功
績
顕
著

と「

慈
し
み
の
会
文
芸
部」

（

理
事
長＝

柳
沢
朱
さ
ん）

が

表
彰
さ
れ
た
。

写
真
右
は
埼
玉
会
館
会
場

で
右
は
柳
沢
さ
ん
、
左
は
今

井
登
喜
子
さ
ん

写
真
右
下
は
会
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の
会
で「

関
の
弥
太

っ

ぺ」

を
披
露
し
た
柳
沢
さ

ん
。

お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
ふ
れ
あ
い
祭
り
・

自
民
党
大
会
・
豊
年
祭
り
写

真
の
飯
塚
孝
之
さ
ん
を
、
孝

行
さ
ん
に
訂
正
し
お
詫
び
致

し
ま
す
。

お
礼
と
お
願
い

今
年
も
発
行
協
力
の
各
新

聞
販
売
店
様
、
ス
ポ
ン
サ
ー

様
、
読
者
の
皆
様
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

毎
年
、
各
町
会
長
始
め
各

団
体
、
個
人
様
か
ら
名
刺
広

告
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
も「

新
郷
新
聞」

制
作
費
や
印
刷
費
用
、
そ
し

て
地
域
新
聞
の
応
援
を
込
め

て
、
平
成
27
年
１
月
号
に
、
名

刺
広
告
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
ご
協
力
頂

け
る
方
、
ど
う
か
御
連
絡
を
、

お
待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。

来
月
号
は
１
月
21
日（

水）

発
行
で
す
。

年
越
そ
ば
予
約
受
付
中

手
打
ち
の
た
め
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
買
い
求

め
下
さ
い
。

ご
予
約
も
賜
り
ま
す
。

お
土
産
用
う
ど
ん
す
き
等
も
あ

り
ま
す
。

手
打
そ
ば
砂
場

（

お
は
し
カ
フ
ェ
・
ガ
ス
ト
前）

☎（

２
８
１）

２
３
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